
茎
Stem

茎 (stem) は葉を側生する器官であり、光合成を担う葉を支えている。
また光合成によって葉が作り出した同化産物を植物体全体に行き渡らせ、
また葉が光合成を行うのに必要な水や無機養分を根から葉に受け渡す働き
を担っている。

節と節間

茎は葉をつける器官であるが、茎において葉がついている部分を節
(node) という。節と節の間が節間 (internode) である。トクサ科やイネ
科 (タケなど) では節が隆起していることで節・節間を明瞭に認識するこ
とができる。またふつう葉がついている場所を手がかりにすれば節・節間
を間接的に知ることができる。ただしタンポポ (キク科) の短縮茎のよう
に、節間が極めて短縮して容易には認識できないこともある。

内部構造的には、節の部分は葉への維管束 (葉跡) が分枝するところで
あり、複雑な形態を示す。節間の部分は下の節間の維管束が延長している
だけであり、比較的単純である。またトクサ科やタデ属 (タデ科)、オダマ
キ属 (キンポウゲ科)、セリ科、イネ科などでは節間の中心部 (髄) が消失
して中空になっており、この孔は髄腔 (pith cavity, medullary cavity)
とよばれる。ハルジオン (キク科) は中空でヒメジョオンは中実のよう
に、髄腔の有無は重要な分類形質になる。またイネ科における髄腔をもっ
た茎は特に稈 (clum) というが、髄腔をもたないカヤツリグサ科の茎も稈
とよばれることがある。

幹と枝

主軸から分枝した軸性の構造 (茎) を枝 (branch) という。また木本の
場合、主軸のことを幹 (trunk) という。

木本において何回も分枝している場合、幹から分枝した第一次の枝を大
枝 (limb, bough)、末端の数次の枝を小枝 (branchlet) といい、その中間
にあるものを狭義の枝とよぶことがある。ただしこれらの区分は厳密なも
のではない。また分枝回数が少ない場合は、特に区分せずに全て枝とよ
ぶ。

ふつう末端にある枝は、現在伸張しているか、もしくは (休眠期の場合)
最も最近まで伸張していた枝である。このような枝を今年枝または当年枝
(hornotinous branch, current year's branch) とよぶ。それに対して休
眠期を経て２年目になった枝は前年枝 (last year's branch, previous
year's branch) であり、以降順に３年枝、４年枝、５年枝.....とよぶ。

今年枝のうち、前年枝の頂芽から伸びたものは頂枝 (terminal branch,
terminal twig) といい、前年枝の側芽から伸びたものを側枝 (lateraal
branch) とよぶ。頂枝は将来の主軸になる枝であり、特に幹の頂端にある
頂枝は一年生幹 (annual trunk) という。

ふつうの枝のように節間が伸びて葉が散生してつくような枝を長枝
(long branch, long shoot) という。それに対して節間が成長せず、葉が
短い茎に束生する枝のことを短枝 (short branch, short shoot,
branchyblast, spur) という。短枝はイチョウ (イチョウ科) やマツ属
(マツ科)、アブラチャン (クスノキ科)、ブナ属 (ブナ科)、ガマズミ属
(スイカズラ科) など広く見られる。サボテン科の刺は葉の変化したもの
(葉針) だが、この葉針がまとまってつく刺座 (areole) は短枝である。ホ
オノキ (モクレン科) やクヌギ (ブナ科)、ソメイヨシノ (バラ科)、フジ
(マメ科) などに見られるように、短枝ほどではないがふつうの枝にくらべ
て節間が短い枝を短枝化した小枝 (dwarfed branchlet) という。

主軸の側芽が休眠期を経た後に、主軸に遅れて側枝を伸ばす場合、この

https://www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/BotanyWEB/leaf1.html
https://www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/BotanyWEB/leaf1.html
https://www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/BotanyWEB/root1.html
https://www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/BotanyWEB/root1.html
https://www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/BotanyWEB/stem.html#dwarf
https://www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/BotanyWEB/stem.html#dwarf
https://www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/BotanyWEB/vascular.html
https://www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/BotanyWEB/vascular.html
https://www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/BotanyWEB/leaf3.html#leaf%20trace
https://www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/BotanyWEB/leaf3.html#leaf%20trace
https://www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/BotanyWEB/tissue.html#stele
https://www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/BotanyWEB/tissue.html#stele
https://www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/BotanyWEB/herbtree.html#herbtree
https://www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/BotanyWEB/herbtree.html#herbtree
https://www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/BotanyWEB/bud.html#terminal
https://www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/BotanyWEB/bud.html#terminal
https://www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/BotanyWEB/bud.html#lateral
https://www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/BotanyWEB/bud.html#lateral
https://www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/BotanyWEB/stem.html#node
https://www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/BotanyWEB/stem.html#node
https://www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/BotanyWEB/leaf2.html#spine
https://www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/BotanyWEB/leaf2.html#spine
https://www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/BotanyWEB/bud.html#lateral
https://www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/BotanyWEB/bud.html#lateral

